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　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦
　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案
　　　会議録署名委員の指名について

　　　議案第33号　農地法第３条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第34号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について
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──────────────────────────────
午後２時00分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定に達しております。部会長に開会をお願いいたします。

○議長（小筏　正治）  どうも皆さん、こんにちは。昨日は非常に天気がよかったんですけど、今日は雨の中の農地部会となりました。

　早速ですけど、ただいまより平成２７年第６回雲仙市農業委員会農地部会を開会いたします。

　各委員のご協力方よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第３３号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、議案第３４号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第３５号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第３６号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上４件を付議いたします。

　議事進行上、発言される場合は、挙手をして、議長が指名をしてから起立してマイクを通して発言してください。また、携帯電話は音がしないようにお願いいたします。

　では、早速議事に入ります。

　日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、３３番、柴田委員、３４番、小田委員両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第３３号農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第３３号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第３条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１５番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。はい、柴田委員どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  はい、議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１５番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　終わります。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１５番についてご質疑がありましたらお願いいたします。どうでしょうか。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３３号、受付番号１５番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１６番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。柴田委員どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  はい、議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１６番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　終わります。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１６番についてご質疑がありましたらお願いいたします。１６番どうでしょうか、ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３３号、受付番号１６番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１７番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。柴田委員どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  はい、議席番号３３番の柴田です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１７番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　ちょっと、補足説明をしますけど、本当はこの受付番号１５番、１６番、１７番は、抵当権が設定されていました。１５番は土地改良区内ではないのですが、土地改良区に未払金もたまっていて、請求があってもずっと払えずにいたんです。抵当権が抜ければ買う人もいたんですけど、もう１０年余りも抜けずにいて、ようやく奥さんの兄弟、親戚が抵当権がついたままであること、今後未払金を払わないといけないことを了解してくれて、やっと今回の売買となったんです。
　今回、購入する３名は奥さんの兄弟、親戚で売買価格については、皆さん安いように感じられたと思いますが、まだ事業賦課金、計上賦課金があるので、今後払っていくことを含めて、価格を設定されたようです。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  ただいま、柴田委員のほうから内容について説明がありました。その受付番号１７番についてご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３３号、受付番号１７番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１８番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。柴田委員どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  はい、議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１８番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　終わります。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１８番についてご質疑がありましたお願いいたします。谷川委員どうぞ。

○委員（２９番　谷川　健治君）  ２９番、谷川です。

　この売買単価ですけど１０アール当たりの額と対価と同じ値段ですけど、どっちを信用したらよかですか。

○議長（小筏　正治）  事務局。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  全体額が８０万円ということで。

○委員（２９番　谷川　健治君）  はい、わかりました。

○議長（小筏　正治）  いいですか。ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ほかにご質疑がないようですので、議案第３３号、受付番号１８番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１９番の審議に入ります。事務局どうぞ。

○事務局（福田　智美君）  事務局です。議案の訂正をお願いします。

　議案３ページ１９番の契約の種類が自作地所有権移転有償となっておりますが、自作地所有権移転無償となります。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  地元委員の意見をお聞かせ下さい。浅野委員どうぞ。

○委員（１５番　浅野　政輝君）  議席番号１５番の浅野です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１９番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（小筏　正治）  受付番号１９番についてご質疑がありましたらお願いいたします。どうでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３３号、受付番号１９番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第３４号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第３４号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号４番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。はい、木下委員どうぞ。

○委員（１９番　木下　忠義君）  議席番号１９番、木下です。

　ただいま朗読されました、農地法第５条第１項の規定による許可申請、受付番号４番について、申請地は農振白地であり申請地より５００メートル以内に保育所と医療機関があり、上下水道管が埋設された道に接している農地であることから、第３種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第３４号、受付番号４番についてご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３４号、受付番号４番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３４号、受付番号４番につきましては県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号５番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。谷川委員どうぞ。

○委員（２９番　谷川　健治君）  議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読された、農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号５番について、申請地は農振白地であり、宅地が連たんしていることから第３種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第３４号、受付番号５番についてご質疑がありましたらお願いいたします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  議長。

○議長（小筏　正治）  はい、どうぞ。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  事務局から補足説明です。

　別添２の資料の１０ページをお開きください。申請地の隣に水と書いてある、昔の青線がちょと入っておりまして、現地確認のときに委員さんたちから、これはどうなってるんだろうかというような質問がありまして、事務局でちょっと調べたところ、監理課とは払い下げの方向で話が進んでいるみたいです。行政書士に連絡をとって、払い下げが決まりましたら農業委員会にも連絡をくださいということでお伝えをしております。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  ただいま事務局から説明がありましたけど、どうでしょうか。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３４号、受付番号５番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３４号、受付番号５番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号６番の審議に入ります。

　本案件につきましては、奥野委員が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により退席をお願いいたします。

〔２１番　奥野　茂委員　退場〕

○議長（小筏　正治）  それでは、まず地元委員の意見をお聞かせください。松尾委員どうぞ。

○委員（３６番　松尾　茂敏君）  ３６番、松尾です。

　ただいま朗読された、農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号６番について、申請地は農振白地でありますが、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられます。

　ただし、転用目的が住宅であり、申請地が集落に接続していることから例外的に許可をすることができる案件であると思われます。農地法第５条第２項各号に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第３４号、受付番号６番についてご質疑がありましたらお願いいたします。事務局。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  事務局から補足説明です。

　別添２の資料の１８ページをごらんください。

　申請地の１０７７番１というのが申請地なんですけども、その申請地と公道です。道のちょうど境のところに現地確認のときに配管が埋設してありまして、その配管が割れていました。隣の宅地の１０７６番３は、現在アパートになっておりまして、その配管は、そのアパートの雨水を集めて、そこのパイプを通して勾配の関係で公道側溝に流してあるようなつくりになっておりました。

　たまたま、この申請地の中に埋めてあるパイプが割れているのがちょっと見えましたので、申請者に確認をしたところ、そのパイプは塞いでもう使わないということで回答がありました。その水の排水をどうするかに当たっては、隣のアパートの所有者が市の道路の中を通して新しく配水施設をつくるということで話が決まっているそうです。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  ただいま事務局のほうから説明がありましたけれど、６番について何かご質疑ありませんか。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３４号、受付番号６番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３４号、受付番号６番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　ここで、奥野委員の入室を認めます。

〔２１番　奥野　茂委員　入場〕

○議長（小筏　正治）  奥野さん、満場一致で了解してもらいましたので報告をいたします。

○委員（２１番　奥野　　茂君）  すみません、ありがとうございます。

○議長（小筏　正治）  次に、日程第４、議案第３５号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。

　本案件につきましては、木下委員が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により退席をお願いいたします。

〔１９番　木下　忠義委員　退場〕

○議長（小筏　正治）  それでは事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第３５号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合する適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第３５号に対する質疑を見開きごとに行います。

　初めに７ページから８ページお願いします。ないようでしたら、次の９ページ１０ページいきましょうか。９ページ、１０ページ何かありませんか。ないようでしたら、１１ページ、１２ページお願いします。

　１０ページ２０番、２１番は所有権移転による案件です。１１ページから１２ページは農地中間管理機構への貸し付けによる案件でございます。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第３５号は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議なしと認め農用地利用集積計画を決定することといたします。

　ここで木下委員の入室を求めます。

〔１９番　木下　忠義委員　入場〕

○議長（小筏　正治）  木下さん、満場一致で了解してもらいましたので報告をいたします。

○委員（１９番　木下　忠義君）  ありがとうございます。

○議長（小筏　正治）  次に、日程第５、議案第３６号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第３６号について議案書をもとに説明）

　本計画案は農地中間管理事業の推進に関する法律の規定に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  本案件は、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を公募申し込みをした農業者へ配分する計画が提出されたものです。

　ご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３６号の配分計画について、特に異議なしと回答することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３６号につきましては、特に異議なしと回答することに決定しました。

　お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他、整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますがご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議なしということで、これらの整理を要するものについて、議長に委任することに決定しました。

　これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。どうもありがとうございました。

午後２時40分閉会

──────────────────────────────
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